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1988 年 10， 11 月とパリ郊外のオノレセーにある

LURE (放射光利用研究所)に滞在する機会を得

ました。 PF のシャットダウンを口実に SUPER­

ACO での実験を企てたのですが，結論を先

えば割り当てられた 3週間のマシンタイムで光が

出たのが僅か数時間ということで， 乙の企み

に終わりました。私事で恐縮ですが，オル

セーはポストドックの 1979 年 9 月からの 2 年

を過ごした思い出深い場所です。帰国後高エネノレ

ギ一物理学研究所の放射光実験施設の建設に参加

させて戴き，その後 1986 年 12 月から 5 カ月間

び訪れる機会を得て ACO で実験を行う乙とが

できました。それはちょうど ACO から SUPER­

ACO への過渡期で，滞在中 SUPER-ACO の初

めての入射と蓄積のお祝いのパーティーもありま

した。今回の目的は ACO では行えなかった実験

を遂行することでした。実験と言うのは，水素分

子の解離的光イオンイヒにより生じるプロトンの運

動エネノレギ一分布を測定することでした。残念な

がら PF には 20-40 eV で大強度光(，...__， 10 12 Pho-

tons/sec.A) が得られる実験ステーションはあり

ません。このエネノレギー領域での水素分子の光吸

収断面積は通常の二原子分子に比べはるかに小さ

く，更にプロトン生成の断面積はその数ノマーセン

トという乙とでこの実験では強し 1光が必要でした。

1986 年の滞在では， PF の相IJ 下さんに教えて戴い

た位置感応型検出器付静電型エネルギ一分析器で、

測定を行いある程度の結果を得ることができまし

た。しかし?使用した TGM (ト口イダノレ・グレ

ーティング分光器)が横分散であった為偏光度が

低く，生成プロトンの角度分布を測定する乙とま

ではできませんでした。今回 その分光器が縦分

散に変更され SUPER-ACO への移設も終了した

ということで，期待を持ってオルセーへ出かけた

のでした。

SUPER-ACO は 1987 年 3 月 17 日に初めて陽

に成功しそれから既に 1 年半経て居り

ある程度は利用できると患ったのが間違いだった

ようです。いつもは，共同利用者の方々の立場に

たった ζ とのない私としては 光を待つ身の辛さ

を久しぶりに感じると共 R.，当然のように放射光

を供給している PF の有難さをしみじみと感じた

次第でした。

SUPER-ACO の仕様及び性能については，例

えば SRI…88 などで発表されていますのでここで

lζ述べてみます。 ラメータとしては，

運転エネルギー 800 MeV , え c18.6 A ，挿入光源

直線部 (2-3m) 6 カ所， リング周長 72m，

RF 周波数 100 MHz 等が挙げられます。通常， r湯

80mA 程度が入射され 寿命数時間といっ
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た所で， 2x 2 もしくは 24パンチモードで運転さ

れていたようです。何分にも私の滞在中まともに

稼働せず仲間の話を参考に書いている為若干の誤

りがあるかも知れません。 SUPER-ACO!ζ は私

の滞在時陽電子が蓄積されれば光を供給できるブ

ランチが 5本ありました。偏向 iζ3 台の

TGM , 1 台の二結品分光器，そしてアンデュレー

ター・ラインに 10m の TGM が設置されていま

した。乙れらの他に，直入射分光器 2 台， TGM 

l 台，ニ結晶分光器 1 台，可視紫外域の白色ポー

ト 1 本が建設或は調整中でした。白色ポートは生

物グノレープの時間分解発光測定の為です。そのほ

かのピームラインは 原子分子物性，表面の研
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ーティングスタップ さ P 又分業化等， PF 

は比べるすべもないでしょう。しかしながら， 日

本には日本のやり方があって当然で、， PF 流が悪

いという結論に結び、つけるのはあまりに早急すぎ

る気がします。只 PF が放射光利用実験のでき

る日本初の大がかりな共同研究施設で，スタップ

の存在意義を含めて施設の運営方法の改善につい

て議論する余地があることは明かでしょう。

SUPER-ACO の不講を理自に ESRF を訪ねて

みました。パリから約 500km 南の人口 16 万程度

のグノレノーブ、ノレの西北郊外 二つのJl Iが合流する

場所に ESRF の建設工事は確かに始まっていまし

た。とはいっても 1) ング建設用地確保の為の高

究を狙いとし されているようです。もちろ 速道路移設工事中で， トンネノレ工事は '1989 年に

ん他のラインの建設も予定されているそうですが，

特に挿入光源用のラインに力を入れていることに

関しては洋の東西を問わないようです。

少し話題を変えて運転スケジュール，施設の運

ついで書いてみたいと思います。年間スケ

ジューノレについては 未だ実績が無いため推定に

なりますが，約30週間でしょう。 1 週間の内で稼

働するのは月曜日から金曜日で 月曜日はマシン

スタディー，火曜日から金曜日が利用実験となっ

ています。通常，朝 9 時から夜12時まで稼働する

ということです。毎週月曜日 2 時から運転打ち合

せが開かれその週の予定が決定されます。自

レーザーのクツレープは 毎週木曜日夜 8 時から

そしてそのほかに毎月 1 司リングを占有し実験を

行う乙とになっているそうです。そんな訳で，

間のユーザ一実験のマシンタイムは 1， 800 時間位

と思われます。

さて，共同利用申請の審査委員会は年 1 回，

ACO 及び SUPER-ACO ~ζ 関する課題の採択率

は 90% 以上ですが，実質的には，実験ステーショ

ンの担当者がマシンタイムの配分権を持っている

ようです。乙のあたりは， PF とよく似通ってい

ると思いました。 PF と異なっているのは，研究

者はあくまで研究者であるという ζ とです。サポ

始まるとの ζ とでした。現有スタッフ約 70名，

1993 年完成を目標lとしているそうですが，特iζ1)

ングを作る優秀な研究者が不足しているとの乙と

でした。グルノーブ、ルというアルプスの中の小さ

な都市での建設が，優秀な研究者を充分に集める

乙とのできない原因だそうです。クリーム色のプ

レハブ 2 踏建て l 棟のオフィス，工事現場の数台

のブノレドーザー，取り除かれたばかりの瀧木に降

り注ぐ小雨が印象に残りました。

ここ数年間，毎年のように外国へ行く機会に恵

まれているのですが，その都度思うのは，今更な

がら，日本は極東，良IJち欧米から遠いということ

です。物理的距離，或は情報の面でも遠いのです。

特に基礎科学の分野につい ば，各国間での

はおそらく時代錯誤なのであって， 日本が欧

米と同じ研究を行う必然性は極めて小さくなって

きているでしょう。要はいかにして極東であると

いうギャップを埋め どのように私たち独自の研

究を進めて行くのかであります。 PF の話を持ち

出して恐縮ですが， PF で初めて光が出てからす

でに?年になろうとしており，その蓄積リングの

性能は海外の放射光施設に勝るとも劣らないもの

があると思います。果して PF の運転開始以来乙

れこそ PF の仕事だと る研究がどれほどある
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でしょうか。リングは一流， しかし研究内容は?

流ではさえない話です。 PF は創設以来10周年を

迎えました。私たちスタッフもさることながらユ

ーザーの方々も，共同利用実験の形態を含めた施

設運営の方法を考え直す時期にさしかかっている

のではないでしょうか。

まとまりのない滞在記になってしまいましたが，
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乙のあたりで終わりにしたいと思います。今回の

滞在は実験結果ほぼ零でしたが，オノレセーの仲間

のおかげ‘で楽しい 2 カ月を過ごすことができまし

た。 PF の皆さんには色々ど迷惑をおかけする乙

とになってしまいました。誌上をお借りしてお詫

び致します。
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1988年 3 月より 12月まで仰を離れる機会を与え

て戴いたのでフランスのLじREの DCI を用いていく

つかの実験をした。また， この間，西ドイツの

DESYのHASYLABC リング名はDORIS)，イギリスの

ダーズベリー研究所のSRS , ヨーロッパ連合の

ESRFを訪問した。これらの研究所の現状を EXAFS

を中心に報告すると共に滞仏中に考えたこと等を

思い付くままに書き記してみた。LUREの super-ACO

については伊藤さんが別に書かれているので省略

し fこO

1 .ハードウェア

これらの施設のハードウェアの諸元を表 1 に示

す。これらのデータの多くはActivity Report 等

から採った物 1 -5) であるがいくつかについては伝

聞や二次的な情報によっている。この内DCI につい

ては1986年から採用されているオペレーティング

ポイントでのデータ， SRS については1986年秋か

ら 1987年夏にかけて行われた改造後の HBL CHigh 

Brightness Lattice) のデータである o r何故High

Brilliance LatticeではないのかJ と尋ねたら

「多分自信が無かったんだろう J という答えしか

返ってこなかった。この HBL 化計画は1983年に出

来ていたが，ユーザーの実験がある程度まとまる

迄は延期されたとの事である 6) 0 DORISについて

は放射光専用モードの状況， ESRFについては Red

Book 5 ) に記述された計画値である。この表を見て

も明らかなように PF は現在あるリング中では

SRS と並んで最高級の性能を有している。特に挿

入型デバイスを含めて考えると長い直線部を持た

ない SRSよりも高性能の施設と言っても言い過ぎ

では無いだろう。

LUREはノミリの中心から約30km，電車で40分程度

の所にあるフランス唯一の稼働している放射光利


